
東山小学校だより
平成３０年９月２５日
※ 町内配付 ９月２５日

教育目標 「心豊かに たくましく 自ら学ぶ 東山の子」

親善陸上大会 終わる親善陸上大会 終わる
雲一つない秋晴れの下、19日(水)に白山運動公園陸上競技場で小学校親善陸上大会が行われ、5,

6年生と、リレー出場のため侑太さん(4年)が出場しました。個人種目は清穂さんが走幅跳、他全

員が100ｍ走に出場しました。天候とグランドコンディションに恵まれず、ほとんど屋外で練習

できなかったこともあり、残念ながら個人での入賞は果たせませんでした。各自が自己ベストを出

す健闘を見せてくれたのは嬉しかったですが、やはり私は悔しかった(;_;)。侑太さんを擁した男子

リレーは大幅に記録を伸ばし、見事6位入賞を果たしてくれました。

小千谷小をはじめ、大きなテントと大応援団が並ぶ中、一際小さな東山小のテント。寂しいやら、

なんとなく悔しいやら…子どもたちは心細くないのだろうか…という私の思いをよそに、子どもた

ちは堂々と走り、跳んでいました。午後になって、リレーの応援に駆けつけた4年生の姿にホッと

しつつ、改めて東山小のまとまり・あたたかさを感じました。男子リレーの健闘も4年生の応援の

おかげかな？応援と言えば、大会に先立って13日に2～4年生が激励会をしてくれました。計画を

立ててくれた3,4年生が発案した、自作の「応援うちわ」を使っての熱の入った応援でした。

東山をかけ巡れ！東山をかけ巡れ！ ランニングタイム!!ランニングタイム!!
10月2日の校内持久走記録会に向けて、10日からランニング

タイムに取り組んでいます。毎日20分休みに10分間走り、走っ

た距離を記録します。グラウンド50周で東山地区の各集落を巡る

ような記録票なので、期間中に東山地区を何周できるか楽しみな

がら頑張っています！現在トップは約１巡半!!

ご都合がつきましたら、ぜひ記録会においでいただき、子ども

達に声援を送ってください。スタート時刻は2年生が10時45

分、3,4年生と5,6年生は同時スタートで11時00分です。

さようならさようならファイロザさんファイロザさん
約4年間に渡って週に1日、子ども達と一緒に勉強や様々な活動

のお手伝いをしてくれていた留学生のファイロザさんですが、21

日(金)が来校最終日となりました。今後は大学院の修了論文に取

り組み、来春からは東京で就職されるそうです。昼休みに催した

さよなら会では、児童・職員のメッセージカードを渡し、心を込

めて校歌を歌いました。ファイロザさんからは英語学習に役立つ

本などをいただきました。彼女と子ども達にとって、良い出会い

だったのだと思います。会が終わると、子ども達が彼女を取り囲

み、別れを惜しんでいました。ThankYou！GoodLuck!!

  



稲刈り稲刈り…から思うこと…から思うこと
14日(金)学校田の稲刈りを行いました。田んぼの先生の磯部さ

んのお話では、今年は雨不足と暑さのせいで、あまり実りがよく

ないとのことでした。子ども達の興味はとにかく「刈ること」…

ものの20分ほどで、あっという間に作業は終わりました。

自分達の手で植え、観察をしてきたのだから、もう少し稲の生

育にも興味があってもいいのでは…とは思うものの、1本の稲穂

にどのくらいの大きさの米がいくつ実るのか?と言われると、米

作りをしていない人には分からないのも確か。実は私も…以前調べたことがあります。それを全校

朝会で紹介し、身の回りのいろんなことに興味をもって調べてみようという話をしました。

昔ばなしを聞く会昔ばなしを聞く会 いきいきサロンの皆様と…

21日(金)、いきいきサロンの「昔ばなしを聞く会」に子ども達

もご一緒させていただきました。「小千谷語り部の会」の皆様か

ら、お一人一話ずつ７話聞かせていただきました。アニメや紙芝

居と違って、耳で聞いた話から自分で画像をイメージするには相

応の経験が必要で、それこそが「コミュニケーション力」であり

「国語力」でもあります。今や日本文化となったアニメの台頭に

より、活字離れが進み、同時にイメージ力の低下が指摘される昨

今ですが、語り部の皆さんの絶妙な話術のおかげで、一話目の

「三枚のお札」から、子ども達は昔ばなしの世界に引き込まれて

いるようでした。

金魚金魚が学校にやってきた！が学校にやってきた！のだけれど…のだけれど…

小栗山にお住まいの坂詰美代吉さんが、ご商売で飼育されている10cmほどの金魚80匹と4～5

cmほどの金魚20匹の合計100匹をくださいました。水槽の準備をしていなかったので、とりあ

えず学校脇の錦鯉池に放しました。錦鯉は見慣れていても、数十匹の大きな金魚が群を作って泳ぐ

姿に子どもたちは大喜び！これは人気者になるな～と思っていたのもつかの間、なんとその日にカ

ラスの襲撃を受け、翌朝にはざっと半数ほどになってしまいました。当日放課後「カラスが集まっ

ていて心配です」という櫻井先生の言葉。心配が本当になってしまいました。

翌日、2年生が「金魚をまもりたい！」と櫻井先生に申し出て、池に糸を張り、CDをぶら下げ

てくれました。決められた通りに行動するだけだったり、指示されて動いたりするだけでなく、必

要を感じて自分たちで考え、判断して動くことは、とても大事なことです。そういう場面をたくさ

ん経験し、うまくいかないことや、少しくらいの失敗も大事な経験として、成長してほしいのです。

「失敗をおそれて動かないこと、何もしないことこそ最大の失敗」なのです。坂詰さんと犠牲とな

った金魚たちには申し訳ないですが、2年生の動きを嬉しく、頼もしく思いました。

東山小学校 10月の生活目標「心と心をつなぐあいさつをしよう！」
● 「自分から」「相手の目を見て」「聞こえる声で」あいさつをしよう！

● あいさつを返すときも、相手の目を見て聞こえる声でお返ししよう！

● その場にふさわしいあいさつをしよう！

「あいさつ」が生活目標となるのは今年２回目となります。４月は「いつでも・どこでも・だ

れにでも、元気なあいさつや返事をしよう！」の目標下『あいさつ５→①自分から／②目を見て

／③笑顔で／④気持ちをこめて／⑤おじぎをして』に取り組みました。今回はもう一歩進めて、

「心と心のつながり」ということを意識したり、あいさつの意義を考えたりしてほしいのです。

特に三つ目の「●その場にふさわしいあいさつ」とはどういうことか。小学生には少し難しい

かもしれませんが、声の大きさや形だけでなく、相手のことを考えたあいさつができるよう、ご

家庭や地域、様々な場面で教えていただきたいと思います。よろしくお願いします。


